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通信事業者 サ-ビス名 開始時期 伝送速度
宇宙通信 (⊃DirecPC 1996.10 下り:24Mbps
◎DirecWA 上り:256kbps














(HitPops*など)*㌢些p:_/_蓮畢W擁 p埋草_.堅塁幽 O極端 dex座頭
･､至､高速化､周波数の有効利用:Ka帯し3()GH720GI17)の開拓など)
高い周波数帯を利用することによLJI､回線の高速化､帯域幅の増大が図れることから､近年Kc･j帯
に関心が集まっている∴超高速インター ネット衛星については後述.I
耳TCPスルーjットの改善
衛星匡線では1ホップあたり､約0.3秒程度の遅延を生じる､そのため､衛星回線でTCP./′IP
通信を行うとスルーナントは1Mbps程度以下となってしまう｡そこで音声､映像などのリアルタイム
系通信に影響を与えずに､TCP/'IP通信のスルーナントを改善するスゴーフィンゲ技術*が開発さ
れている､*ilてtr m1ハ,･Y.Am?!てF.VI臥･叩rCrluJp(BSR20〔)()紹介へージを参照)
3.将来の衛星通信利用の展望
･':l;. 高速､移動体向け通信衛星の開発
現在､宇宙開発事星団LNASDA)では､超高速インター ネット社会実現に向けた宇宙インフラ研究
開発の一環として｢i･-Space利用案轄言一画_.を実箆しているo
この計画では､現在開発中の技術試験驚異vIl聖:ETSIVm)､超高速インター ネット緯-:星':t･ⅥNDS∴研
究中の準天頂衛生システム等を用いて､インター ネット､教育､医療､災害対宗､ITSなどの各分野に
おける衛星利用を推進するための技術開発や実証実験を行なうこととなっているO
･､i､超高速インター ネット驚星･:WINDS:
2005年の超高速インター ネット菅星の打ち上げ及び2010年を目途とした実用化に向けて､総務
省と文部科学省が研究開発を推進中e衛星打ち上げ後の実証実験では､様々な観点から将来の新
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しい衛星の利用形態を開拓できるよう様々実験が宇宙開発事業団､通信総合研究所を中心に進め
られているiKa帯利用による45cm¢アンテナによる高速匡綿l:155Mbps)の提供､涯雨時
における回線稼働率確保のためのダウンリンク降雨硝債が可能なマルチボートアン封主桁､常呈上
におけるオンボード高速ATM交換技術などが業発､実証される予定である(超高速インター ネット､
大容量コンテンツ配信､条件不利地域用ネットワークとしての草二用なとが見込まれているO
http://ossl.tksc.nasda.go.Ip/snlPC/トSpace/satelh-te/WINDS.htm
②準天頂衛星通信システム
データ通信､放送､測位などへの利用を目的に開発が進められている菅生通信システムで､毒手止
軌道を約45度傾けた軌道に､少なくとも3楓の衛星を互いに同期して配置することによLJ､常に1つ
の衛生が日本の天頂付近に滞留する靖子星通信システムである｡
高仰角なため､建物等によるブロックが少ない､言争止衛星との周波数共用によLJ居波数の有効利
用が期待できる､南半球のオ-ストラリアでも同等のサ-ビスが利用できるなどの特徴を有するハ
先般､事業化検討を行う会社が設立された｡
http://www.hitachi.co.iD/New/cnews/2002/i030b/1030b.pdf
首モバイル放送サ-ビス
2004年4月から､Sバンド･′2 6GH三帯)を利用する移動体個人向け向け衛星ディジタ
ル放送サ-ビスの開始が予定されている｡モバイル放送で!ま､従来の衛星放送では困難で
あった高速移行中(100km程度)での安定した受信が可能となるほか､重や屋外での利
用のみならず､キャップヒラー(地上に設置する捕駄淀設.:の採用により､トンネル内やビル
管など電波の届きにくい場所でも途絶することなく受信が可能となる｡多チャンネルのCD並
みの音声放送にJ7コえ､倍易動画番組などを含む70CH程度が予定されている.
端末の形態としては主我･携帯などがあるく
.LlLtrl.＼A.V州/,七〔CICぐ.:㍗indc一.I,七･T-≡
ほ) 衛星通信装置の開発
衛星通信システムの開発において:-ま､IP化､韓動(可搬:…対応､周波数の有効利用及び経済化など
が課題となっている｡経済化は､技術革新のみならず普及台数が大きなフアウター を占めるCここでは､
IPに対応した衛星通信装置で､居波数の有効利用と可粘利用に適した装置を紹介するO
･｢衛星通信装置の例(高機能衛星通信装置)<NTT>
本装置は､250CHチャネル程度の変復誌を同時に行うゲル-プモデモを搭載した高機能衛星通
31
信装置である｡ディジタル映像こDVB:･､IP､電三吉匡線等のインタフェー スを有し､また桂鼓の無線キ
ャリアを自在に設定することができるため周波数利用効率の高い利用を可能としている｡自治体菅生
通信システムのような高鴇能かつ大規嘆な衛星ネットワークに達している｡NTTサテライトコミュニケ
-ションズなどにより､今年度から導入が開始されているハ
･字衛男通信装置の桝(IPTスーツケース)<Swedish>
本装置:ま､可搬利用に便利なように中型のスーツケース程度の大きさを持ち､予め通信衛星の位
置情報をセットしてお(ことによLJl､搭載しているGPS､磁気コンパスによる位闘盲報をもとに自動的
に該当の通信衛星を捕捉することがてきる特徴を持っている｡
フルIPベ-スで2Mbps程度の双方向匡線を迅速に設定することができるので､放送用素材中継､
災害時の映像中継などに適しているi無根LANと組み合わせることにより､移動した先からの映像串
継にとどまらず､移動した先周辺-帯でインター ネット接続やIP電話など豊富な77'Jケ-ションを利
用することが可能となるI緊急時や災害:時の通信手段としての利用が開始されはじめた｡
Ll一∴L.:･＼･.W札St･je.A;ShS.C_･
(3:;得手星マルチ受信アンテナの例.:Lune-Q:<JSAT>
受信アンテナ設置の簡易化､複数群星の同時利用の促進を匡るため､ルーネベルゲレンズの溝理
を応用した受信アンテナの開発が進められている.新たに受信する通信衛星を追加するには､ピック
アップこLNB)を追加するだけでよいし原理的には送信アンテナとしての封:用も可能であLJ､開発が期
待される､
Ll.衛星通信の利用､普及上の課題
多彩な通信サービスが次々に登場している昨今､幣星通信本来の特徴を活かした魅力ある利用方
法を開拓することが求められている=営業を担当している技術士の立場から､衛星通信の利用､普及
にあたっての課題について､日頃感じていることを述べる｡
(1)業務に密着した利用の推進.:伸上中古白む重オークションなど:≡
衛星匡線を同報こマルチキャスト:､E]緑として利用し､同じ情報を多迎点に同韓に配信する形態で
の利用である.地上回線ととヒ較しても1!拠点あたLJの通信料金を抑えることができる｡地上5]娘やオ
ークションシステムと組合せ､顧客業務に密崩したシステムとして利用することによLJ､衛星通信サー
ビス自体の付加価値も増大させている.,
<具体的な利用メリットが見える使い方を提案する>
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ほ)ニッチな領域での利用を開拓を例 :移動体､移動先での利用や緊急時における利用など)
他の手段では実現が困難な積域でのil.1用を問拓するC具体的には､自動追尾アンテナを利用す
ることにより移動しながら全国規埠で致Mbps程度のインター ネット接続を可能にするものてあLjNTT
サテライトコミュニケーションズから MegaVy'aveProIMobileとして提供がFnRl始されているT
Megaln･'avt!pro-Mobilcは､上L,f回線にNTTドコモのVy.lidc.S'J]rやDcPaなどの使い､下りの高速回線に
衛星直線を使用するハイブリッド型システムとして実現しているr
琴勤しながら使えるブロー ドバンドに対するニーズに対応するため､現在､洋方向対応の自動追尾
アンテナを船種lこ搭載した実証実験が東京商船大学､NTTサテライトコミュニケーションズ等によLJ
進められている､<ニーズのあるところでの利用開拓を積極的に進める>
(3)他のメディアとの組合せ利用､例:無線LANなど〕
衛星通信は本質的にアンテナのある市迫でしか利馬できない(､広域性といってもアンテナを設置
しなければ電波は届いていても利用することはできないo一方､アンテナを設置することは缶用はか
LJでなく設置工事などの点で零墨でないことも多いr.
例えば､無線LANなどの他の通J言媒体と組み合わせることにより､そのカバーする面積が拡大す
ることができるので､災害時における迅速な現地とのホットライン確保､現地からのリアルな映像中継
などにおける活用が期待される｡<補完製品との組合せにより衛星通信利用の魅力を増す>
(4)鰻等剣こ学ぶ(例:衛生インター ネット接続サービス:
例えば靖子星通信を利用したビジネステレビとしての利用をみると､定常利用あるいは結時利用とし
て多くの企業で利用されてきたが､定着している企業と利用をやめた企業があるrこれらの企業の問
には､社内での活用方法や運用体制などの違いがあLJ､簡里通信利用が汽用負担以上の価値をも
たらしたどうかが分岐点となっている｡衛星事翼竜としても､他の通信サービスに比較してより魅力的
なサービスを提供し続けることができなければ持続的な普及･発展!ま期待できないC.､
衛星回線と地上直線の伝送速度あたLJのコストを比較すると､日嗣コ60年4月の通J言自由化の時点
と現在では､常星回線はほぼ変化がないし端末間で見れば､ディジタル方式の導入TJ:どによ'bJ一数分の
1の実質的なコストダウンを実現している)のに対して､IP系の地上匡線料金は､帯域あたりのコスト
で見ると2桁以上も安くなっているr
従って､継続して衛星通信を利用して頂くためには､本来の特徴である同報.(マルチキャスト利T･q
を徹底的に活用した分野での2'tj用を隈拓すること､他のメディアやアjリケ～ションと組み合わせて
付加低値を増大しつつ相対的に往き呈匡線のコストを下げること､他の通信方法では実現が匡難な領
域における利 用方法を開拓すること等を通して､顧客ニーズに応えていくことが最大の課題であると
いえよう｡<技術動向を見据えつつ継続的に付加価値増進を図る>
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